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花山の日食前後
　6月19臼の日食當日を目前にして，花lllの留守隊は各親測地よりの弓張い
通信を受けて，心より諸氏が天候に惑まオτて，「1章旗が高くシベリヤに，満
洲に，北海道に高く揚げられる事をのみ欣求した．梅雨期にも關はらす連H
の快晴を喜んだものの，天氣が幾分下り坂となった爲，反って平日の天候が
氣がかりとなって來た．毎朝ラヂオや新聞を通して，北海道の男親測地の天
候に集中されたが，シベリヤと満洲とは天候は前から確實だと聞いてみたも
のL，全然諜らないのが残念だつた．19日は來た！　天文門下の掲示板には
大きく滲親禁止のビラが貼り出された。素晴しい女f天氣！　門守測地の天候
も斯くあれかしと叫ばざるを得なかった．皆甑二二は勿論，本會及び共他の
アマチュア連の活躍がパノラマの如く展開して測る．女満別より北海道各地
の緊張振りが）Fl午より放物される．北海道は概して天氣，満洲は快晴の報は
力彊く感じたが，シベリヤー膿は曇天とのニウスは留守隊の心を強く曇らせ
た．ド1ムを開いて，汗ダクダクで30cmのCookeを通して，投影板上に
初野を待つ．投平板に急に月の影が黒門となって現はれる。初麟だ1　淺念
な事にはクロノメタ其他IE確な時計は全部留親測地へ出動してみる爲，距確
な初麟のタイムを計りえない事だつた．電話がシキリとかNる．
　月の影は進んで，食分7分2厘となった．太陽の光そのものには攣化は殆ん
ど認められなかったが，東山や山科李野の色彩が相當攣化を示した．
　夕立後にサツ照りつけた太陽の光を感じた．土の色彩もすべてやS赤く染
まって何とも形容出田ない野分に包まれた．早くも復圓終り，待望の日食は
終りを告げた快晴に恵まれた各観測地よりの快報を今か々々と待ち望む・
先づ16時30分中頓別よりの快報に亜いで）遠輕，枝幸，オムスク，呼璃と連
吟して山科郵便局より電報が讃み上げられる．全部大成功を牧め得た事を知
った留守除は，一筆に祝杯こそあげなかったか快哉を叫んだ事だつた．’斯く
て花山各観測隊が各自のえがたい豊明談と共に，孚談奇談の土塵を，タツプ
リともつて離墓する日を留守除は童兇の如く毎日待ち望んだ事も悦ばしい光
景である．一（佐登見）一
